




核燃料物質によって汚染された固体状物質の既貯蔵量及び今後の推定発生量 

（単位：トン） 

既貯蔵量 今後の推定発生量 

放射能レベル区分 

添
付
資
料
‐
３
の
凡
例 

原子炉運転中及び廃
止措置準備期間に発
生した放射性固体廃
棄物 

廃止措置期間中に発
生する核燃料物質に
よって汚染された固
体状物質 

合   計 * 

放射能レベルの比

較 的 高 い も の 

［ レ ベ ル 1 ］ 

 

180 240 約 500

放射能レベルの比

較 的 低 い も の 

［ レ ベ ル 2 ］ 

 

2,950 1,470 約 4,500
低レベル 
放 射 性 
廃 棄 物 

放射能レベルの極

め て 低 い も の 

［ レ ベ ル 3 ］ 

 
－ 45,820 約 45,900

放射性物質として扱う必要の
ないもの 

 

－ 510 約 600

合 計 * 約 3,200 約 48,100 約 51,300

 

＊ 既貯蔵量及び今後の推定発生量は、十トン単位で切り上げ，合計値については、百トン単位で切

り上げた値である。（端数処理のため合計値が一致しないことがある） 

＊ 表の記載条件は以下のとおり。 

・ 既貯蔵量は，平成 18年 10 月末時点の物量を示す。 

・ 既貯蔵量及び今後の推定発生量における放射能レベル区分毎の物量は，除染を考慮し

ていないレベル区分で集計したものである。（今後の除染等により各レベルの数量は変わ

りうる。） 

＊ 廃止措置期間中に発生する「放射性廃棄物でない廃棄物（管理区域外から発生した廃棄物を含む）」

の今後の推定発生量は、約 141,100 トンである。 

添付資料－４ 




